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寺 尾 誠 訳

『農 業 恐 慌 と 景 気 循 環 』

— "•中世中期以来の中欧農業

及ひ•人口扶養経済の摩史一 '
Wilhelm Abel, A grarkrisen  m id Agrarkonjunk- 

i i tr \  E iiie Gesdhickte d e t Land- und Erndhr^ings- 
iinHschaft Mitteleuropas seit deni hohen MiUelalter.
2. Aufl,, 1966.

■ - ■ .. . . .
本書では，まず1 3世紀から2 0世紀に'/、たるィギリ 

ス，フランス，北イタリア， ドイツ,オーストリアの 

幾物価格が示され（12!1 ) . そこに3 つの長期波動が読 

みとれる，という指摘から始まっている。そして著者 

は次のようfc問う。

「初めに示した穀物価格の長期変動は,何を物譲る 

■のか？ それらぱ，中欧経濟の貨幣準備が変化して 

きた結梁に過ぎないのであろう力、,或はもしかした 

ら人口と生活永準の間の緊張関係が変化している兆 

でもわるのだろうか？ それとも中欧の人ロ力’、，断 

貌的に増大してきたの力〜或は農業及び瓶業上の進 

歩が人口増加を…時的に迪い抜'^、ためではなかった 

か i 工業製品に对する敷物の購買力.これこそ栽 

物の実質価格なのであるが，それは恐らく絶えず上 

界してきたわけではないのではないか？ 成は賃金 

の購買力，すなわち実質賃金が，不断に下翁してき 

たとは限らないのではなかろうか？ 地代との関係 

で，賃☆ はどのように推移してきナこのか？ J 

本書の全体は，まさにこれらの諸問題にたいする解答 

である。その意味で，われわれはこのA b s l の箸作を 

通して「物価史J 研究の一 ■とくにS —  口ッバにおけ 

るその-~ ■典型を知ることができる，といってよいで 

ぁもぅ。

薪者はここで，ョ一ロッバにおける1 つの换期的fiiii 
格変勤パターンを取振っているのであって， S — 口ッ 

バ諸国におけるさまざまに異なつたパタ一ンをそれぞ 

れ別倘に取上げているのではな;い， ロッパは，少 

くとも価格Sllの上では，1 つのまとまりをなしていた, 
というのが箸者り認識なのである，しかし同時に，そ 

のことを跡まえた上でさ一ロゲバ猪の比較史的考察

力'、行われており，各国についての記述も詳細である， 

このような内容をもつ本書の全貌を紹介することは到 

底不可能なので,叙述の順を追って耍約をするよりも 

むしろ次のぺージのような図を作成することによって 

全体の展望を把みたいと思う（この因は，本a の因1 と 

図 7 2とを- 一' 干手を如えて一一組みあ>わせ，それにイギリ 

スにおける廣業労働者の「穀物® 金J の系列を書き加えたも 

のである）。 ‘
この因をみてただちに気力レつくことは, 穀物細格， 

実質賃金，人ロがそれぞれ密接に関速して推移してき

た，. というこ'とであ)る。.それらは------速続的な系列が

得られな、、ために因示されていな、、地代にかんする情 

報と13世紀の実質貨金に力、んする情報とを加えて——  
次のようにまとめられよう，

期 間 穀物価格 入 P 実質赏金 地代

(1200)-1300 上 昇 増 加 .停 滞 上界
(ドイツではゆ大り

1300-1500 下 あ 減 少 m 大 低下

1500-1650 急激な上界 増 加 急激なf£下 上界

1650-1750 r  m 停 滞 m 大 低下(イ，ギリ.スでは增加〉.
1750-1850 k 昇 増 力II 停 滞 上界

これによれぱ，次の 3 つ基本的事典が明らかとなるe 
り)殺物価格は. 1 3世紀から 1 9世紀半ばまで人ロと強 

V、正の相関をもってf ル、てきた（ただし IG SO -im)印 

のイギルスでは，人口が壊加しX いるにも力、かわらず価格が 

下っているのが注目される）。（2》実質賃全は，人口と^^の 

( したがって穀物価格ともクiの）相関をもって推移してき 

た。ただしこの関係は人口と穀物伽格との関係はど 

密接ではな'̂ 、。とくに，13世紀のドイッおよび1650— 
1750年のイギリスでは，人口増加にもかかわらず実質 

貧金力’、増大しているのが法目される（そして，これはig 
世紀以降にみられた関係でゥた）。 地代は.人口  •穀 

物価格と同じように動いた。 したがって，実質賃金と 

ははぽ相反的に変化した（やはり，1 3世紀のドィッおよ 

ぴ1650-1750ザ-のイゼリスでは，この海が崩れたと思われ 

る)。

このような関係の背後にある~~一そして個々の局面 

転換を説明しうる—— 理論的枠組として， 著 者 Abel 
はどのようなものを考えているのだろう力、。工業イ匕以 

前の経済，TiT菜時代」の経済変動のメカュズムにた 

いする波の考え方は，次の 6 つめ命題に要約できよう， 

( 1 ) 人 n 增加（減少）は消費需要を憎大(減少) させる* 
( i i ) 所得にたいして非弾力的に■需要される賊物の俩 

格は，弹カ的に需要される：o i 物のfilii格より急激
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CCF). C(E) ： ’
小麦価格（フランX およびイギリス） 10ィPK:均脑にもとづく 5 項3ドおJ値，本l i i ,付ま1 , pp. 370- 1 より計结， 

C(D) . ， . ，

ライ爱価（ドイツ） 同上。 , .
^Wa(E)

ま! !労働者実質賃金（イギリス）ノ j、ま:•で測られた1 日あたり货余の均撒こもとつ*<； 5 明平均値，本書の第1 
)1R. Agrarkrlsen und Agi'arkonjvMktuf in  Mitteletiropa voM 13. bis ziim 19. JahrhundeH (193d), Anhang, 
Tabelle 2. S S .1 7 5 -6より計算。ただし‘ ISSl/lkX )然の値のみは, 1851—9 0 イf制の 4 項乎i：̂値。

W M E ) ： ； ..... バ ： ： ，' レ .
建築萝働率-実質賃金（イギリス) 沿热財価格でデッレイ卜された1 ロあたり货金の5 0 力柳Uの平均fifi, B. H. 
Phelfs Brown and S‘ V. Hopkins, * Seven Centuries of tho Prices of Consumables, compared with Builders* 
Wage-rates', Economica, M S., vol. xxlii, no, 92 (1956), Appendix B, pp. 311-4 より針算。各卿1!iのうち資料の 

もるギ数は次め}isり： 1251/13P0 力レ~ 3 5 ,1301/50 1351/1400 年一41,1401/50 ^1^-41. 1451/1500 ィfレ 50,
1601/5CHP—33,1551/1600メfレ 33,1601/50 ボ一30, 1651/1700 1701/50 年ー3 7 , 1751/1800 44,1801
/50 ^Ji-47, 1851/1900 ^1^-48. 1901/50 ^P~50.

POF+E十p ). P(B)
フランズ, イギリんドイツめ人口およびイギリスの人口本ISレ ！>. 34 2 注 1 による。

書 評
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書

に上界ぴ蒋）する。

( U i )その結果，農業/上産は拡大（縮小）する。

( i v ) その結果，土地への需夢が高*i り （減り），地代 

，地価が上昇（ft£下）する。

I v ) 货幣賞金は， 労働力の供給が増加（減少）しっ 

っあるのナvf力、ら，敬物価格の上昇 (低下）に遅:れ

( v i ) したがって, 実寶賃金は低下（增大）する。 

すなわち，人口の動きを物価の長期波動を説明する 

(ほとんど唯一の)原因と見做す。外生変数としての人口 

の変化によっベて決定される体系を考えているわ 

けで、ある（た)̂viし, このよ.うにいえるめはr長M lの波®!につ, 
いてだけである。中:世後湖の短期変動についてはしabroi ŝse 
の学説に贊意を表しつつ，，をれが哺ニの型セはなかったと述 

ベている) 6 前記め 3 つの事実関係は， このような考え 

方をi 当化する部左とi j c されうる， といってよいで 

あろう。そしてまた. れらは，貸幣流通量の変化を 

(はとんど哺一の)原因と考える見方にたいする決定的な 

反証と見做され:ているのである。；

以上は， くまでもin 業化以前の，「遵業が支配的 

な時代J の経済を規制するメヵゴズム^^ある。人 と  

それへの食糧供給との係が価格，賃金を規定すをと 

い う •'古典派の学者力壤業にあるとしお機能」は, : 19 
世紀に入って失われてU まった。；「エ寒がその指導£権 

を引き継いだのである。J 工業化め進む社会にお t̂ 、て 

は,増大しつづける人口に食糧を供給するととの困 

さは克服され，実質賃金は人口増大にもかかわらず増 

加することが可能となった。農業はもはや過少消費に 

よる恐慌に脅やかされる心配はなくなり，むしろ過剩 

生廣による恐慌がおこることとなゥた。 r工業の時代J 
には，経済のメ力ニズムがすっかり変ってしまった， 

というめが箸者の認識なのである。

とこるで, I 9世I己以前にぉいて農寒の循深変動とエ 

業とはどのような関係にを) ったのか。先に掲げたまの 

時期区分に従ってまとめてみるならぱ，次のようにな

期，間 廣 業 業

(1200)-1300 プ— ム ドイツおよびひこおけ

る 「第 l i f c l :業化j
1 3 0 0 - 1 5 0 0深刻な不況から輕 

' 度な回復

1 5 0 0 - 1 6 5 0 軽度な!<3後からプ充分な投資行われず

1 6 5 0 - 1 7 5 0 軽ぬ;な不況 

1 7 5 0 - 1 8 5 0 プ…ム 遊懷ホ命， r雄2 次:!:業 

化 J 0 im

る （農業についてのま現は， 本書からというよりもむしろ 

Slicher van B a th の木西ヨーロッバ ;戲業発達SUj, 速水 

融訳，1969, V . 1 4 1 )からとられている〉.
工業部門についての情報は充分とはいえなV、けれど 

も，次の 2 点には法0 してよい。第 1 は，13世紀につ 

いてである。すでに前表についてンこの時期には実質 

賃金と人口，地代の相反関係が見られなかったようだ. 
と述べておV、た。箸 者 A b e lもまお;‘ ' との時期の1911!： 
f a との顏奴を指摘している。「その当時,都市とそこに 

おける商工菜め活動が非常に盛んとならた。恐らくあ 

時代の純粋tミ技術的な進-歩よりも，.‘‘.‘.分業の進展の 

方が有ゼもったの '"Cギるう。分業とギfc人間労働の 

産出力が増大し，そしでそれが再び『増大する人口に 

それ相応の食糧を供給すネととの困難さ』を克服した 

ぱかり力、，増大すネ人ロが以前よりももっとま 'しな扶 

養をうけることも出来るようになるという効果を産ん 

だのであちう。勿論今庇は全く別の次元でのことでは 

あるとはいえ，第 2 次工業化の時代すなわち19世紀に 

なって再びようやく. 同様のことを⑧察しうるのであ 

った.。j ,  3
第 2 は， （本書もまた指摘されて 1/、るところである 

が）1 世紀以降の喷期 'ろIじてある。 著者はこの!}̂  
期を一一座業举命期の窮乏のfto題を最終段階とする 

西欧の人口終養経済の危舉1 として把える(ただ 

し, イギリスではすセに18ili紀前举から克服への志向がみら 

れといってよいのかもしれない)。これは, ある意味で， 

H a m ilto n的な考え方とは正反対といえる。 Hamilton 
が16世 紀 の 「価格苹命J を利潤インフレイシg ンによ 

って拡大する工業部門に結び'0 けた<b K M して, Abel 
は，この時代には工業部門への投資がむしろ不足して 

いたのだ, という。とめ時期の嚴業生産の拡大と実質 

賞金の低落とによぅて 「膨大な金新にのぼっていたJ 
地代が, 工業への投資よりもむ,しろ消費などに向けら 

れてしまったことが問題なのた♦ ,という，者者自身の 

提出する農逾物とエ産物の相対価格の動向を示す図24 
をみれぱ，実質賃金の下落が:]:業部門だぉる射潤ィ 

ンプレイシg ンをもたしチこと) t 側単f cいえなくなゥ 

てしまうだけに, 著者の議論はたし力、に説得力をもゥ

ている0 ■ て ‘
これらを理論モデルの問題としてみた場合にただち 

に気がつくことは，本書では:!:業す# yへの投資がま 

たく外生的要因として考えられている，というぶであ 

る。13世 紀の <■第1 次工業化J も16世紀の工業部f"jめ 
沈滞も，そして1 8世紀ホから1 9世 紀 め r访 2 次:a t
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化j , も，梵極的には人ロに帰因する彼の説明図式の4  ̂
では説明されていないのである。彼 は r工業時代J と 

r農業時代J とを分けて考えよづとしたレその違いの 

決定的な点は資本の機能にあった。 しかしながら, X  
業についての彼の取扱い方をみると, 実際にはレ2 つ : 
のモデルがもるのではなく，モデルは1 つなのではな 

いか，と思えてくる。すなわち，投資活動と人口変動 

とをそれ!:’れ独立© > f生ま数とする説明図式がそれで 

ある。とすれぱ，A b el自發がどう考えたかは別として, 
先に掲げた6 つの命尋後，,投寫活動に変化がなく人口. 
のみが動いたときに、，上のモデルかもたナv£ちK：# き出 

されるものである。また, 1さ世紀以前の経済とおi 、モ 

も，もし何らかの原因によって投資活動が活発化する 

ならぱ，人口増大にもかかわらず，実質賞金が減少し 

ない場合力:ありえたこも明由である。火ロも投資活 

動もともに増加するならば,をれらの増加率の差がそ 

の経済の動向を決定することになるf?)である。以上の 

よタに考えねぱ̂，一見 diphotomyによっていをかの如 

くみえる著者の立論も，航的に理解することがセき 

ょう。そあことボ r M l l o 時 :ぺの転換め秘密が明■■ 
らがに/ £ さ, と\/ ' 5 よチかととを意味するおけではな 

い。たとk ぱ,，人，Ji)増大は本来的に释済発腰にとって 

有利なめか不利なのか, : といゥた問にた、.しては，すこ

だ次のように答えるだけであろう。 もしその時に投資 

活動も増大することが充分期待できるならぱ，あるい 

は墳大S せることが可熊らば , ；有利となるであろう 

が，をうでなけれぱ逆に危機をもたらすであろう，と， 

ごのよ'う:な^ い わ ぱ き 旗 じ た よ う 力 ;結論は,

*■物脑史J 研究の欠点を示しているのではなく， むし 

ろ特徴を表現しているといってよいのかもしれない 

もし物価史研究にぉける説明0 式が充分な妻証的裏 

づけをもつことになれぱ，資料の乏しV、時代 .地域に 

ぉい';Cも，たとえぱ，靖座業の状態にかんする資料が 

断片的f e し力、ない場合でも，X a  ；̂如と資質貧谷の增 

大と力’、認められるならぱ,資本投下と生齒め坡張えを 

予想しうるし，ひいては新しい史料の発見をもたちす’ 
かもしれない。 それは， これからの餅究に；fcいし'^ 

.h eu risticな 役 割 な 采 す と さ ら に ， 1 
つ の 並 礎 傅 明 と ; て, 0 ：寒化の挥史的研究のみな 

をず,：％辱ネゆ研究ぁぃは他の社会史的研翁の出発 

点ともな々うる。それは，本書で危機め 1̂̂ £カを迪じ 

て A b e l自身がホしていさことでもおる。

ぐ染3^社，1972ィf^7月刊，A 5 ； 2800R) I
.........'■■ ■ ；/■ , ： ' * ；； 二--， - _，.-: ,；■ . - ■ ■

' ，，廉 # . . ：
. (経济学部助手》
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